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調査船白山丸によって日本海で採捕されたアカイカ
について
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（ 年 月 日受付）

アカイカ は太平洋および大
西洋の暖水域から冷水域に分布する大型のイカであり，
日本周辺では三陸近海から道東海域で漁獲される重要水
産資源である ） 年以前は日本海でのアカイカの採
捕は極めて希であったことから本種は日本海にはほとん
ど分布しないと考えられていた ）しかし 年夏から

年春に日本海で 個体以上のアカイカが採捕さ
れ，本種が日本海へ大量に来遊したことが明らかにされ
た ， ）その後日本海へのアカイカの来遊については検
討されなかったが，最近になって若狭湾沿岸の定置網で

毎年のようにアカイカが漁獲されていたことが明らかに
され， ， ）再び日本海へのアカイカの来遊が注目されて
いる．石川県水産総合センターの調査船白山丸（総トン
数 トン）は毎年 月から 月に日本海沖合でスルメイ
カの釣獲試験操業を行っており， 年および 年の
調査では例年になく多数のアカイカが混獲された．
そこで本報では 年から 年の白山丸によるアカ

イカの釣獲結果を整理し，この他のアカイカの採捕報告
を踏まえたうえで 年代のアカイカの日本海への来遊
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および回遊経路について検討した．
年から 年の試験操業で採捕したアカイカの採

捕位置と生物測定の結果をそれぞれ および
に示した． 年以前の採捕尾数は年間 尾とわずか
であったが， 年に 尾， 年に 尾のアカイカが採
捕された．アカイカは 月から 月に津軽海峡西方から
大和堆周辺の海域で採捕され，その位置が津軽海峡西方
から大和堆周辺海域へ徐々に移動する傾向がみられた．
魚体サイズの変化をみると，アカイカの外套背長は 月
に ， 月に ， 月に ，
月に となり， 月から 月に魚体が大型化する傾
向がみられた．この外套背長の変化は 年に日本海へ
大量来遊したアカイカの成長を解析した笠原の結果 ）に
概ね一致していた．また肉眼で成熟状態を観察したとこ
ろ，雌個体は時期にかかわらず全て未熟であったが，雄
個体は 月には未熟， 月には半熟と判定された．
アカイカが採捕された位置の水温の鉛直分布を
に示した．採捕位置の表面水温は 月には ，

月には であり， 深水温は 月に
は ， 月には であった．アカイカ分
布域の水温に関して， 月の三陸・道東海域ではアカイ

カは主として表面水温 ， 深水温 の
海域に分布すると報告されている ）従って日本海にお
けるアカイカ混獲海域の水温は三陸・道東海域で主にア
カイカ分布する海域の水温にほぼ一致する．

年以前のアカイカの日本海への来遊は笠原によっ
て詳細に報告されている．笠原は 年に日本海に来遊
したアカイカについて， ）同年に三陸沿岸でアカイカが
好漁されたこと，日本海沿岸でのアカイカの採捕位置が
順次南へ移動することから，本邦北部太平洋海域に分布
していたアカイカが津軽海峡を通って日本海に来遊した
可能性が強いと述べている．一方，笠原は 年夏から
年春に日本海で多数採捕されたアカイカについて， ， ）

同年に日本海で南方海域起源の魚類やイカ類が多数出現
したことから，それらのアカイカは 年 月頃に対馬
海峡を通って日本海に来遊したものと推定している．笠
原は 年 月に兵庫県から新潟県の沿岸で外套背長

の小型のアカイカが多数採捕されことを報告し
ている．おそらく笠原は小型のアカイカが水温上昇期に
採捕されたという事実を考慮して，この年のアカイカの
回遊については，津軽海峡経由で日本海に来遊したと考
えるよりはむしろ太平洋側を北上回遊するアカイカの一
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部が対馬暖流に乗って日本海に流入したと考えたほうが
妥当であると判断したものと思われる．
近年の日本海におけるアカイカの採捕報告をみると冬

季に沿岸で大型個体を採捕したものがほとんどである．
すなわち京都府沿岸では 年から 年に毎年のよう
にアカイカが漁獲されており，漁獲のピークは 月，
外套背長は と報告されている ）島根県沿岸で
は 年 月 日に 個体（外套背長 ， ）が採
捕されている ）また石川県能都町沿岸では 年 月
日に 個体（外套背長 ）， 年 月 日に 個体（体
重 ）がそれぞれ採捕されている（未発表）．しか
し夏季に 未満の小型のアカイカが採捕されたとい
う報告はみあたらない．これら沿岸域での採捕報告と本
報の沖合域での採捕結果を合わせると， 年代の日本
海ではアカイカは 月に津軽海峡西方から大和堆周

辺の沖合海域に分布し，その後水温低下とともに南下し
て 月に能登半島から山陰の沿岸海域に接岸するとい
う経路で回遊したと推察できる．またアカイカが採捕さ
れ始める時期と海域，並びに魚体サイズから考えて，
年代のアカイカは津軽海峡を通過して日本海に来遊した
可能性が大きいと考えられる．
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